
第
四
章
「
あ
の
世
」
。
肉
体
か
ら
離
れ
た
魂
の
行
方
、
煉
獄
と
最
後
の
審

判
を
問
題
と
す
る
。
中
世
に
流
布
し
、
死
に
ゆ
く
人
の
心
の
準
備
を
説
い
た

「
往
生
の
術
」
は
死
生
観
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

第
五
章
「
す
べ
て
は
空
な
り
」
。
寄
生
虫
に
蝕
ま
れ
た
死
体
で
表
現
さ
れ

た
死
が
十
六
世
紀
に
は
乾
燥
し
た
骸
骨
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
こ

と
は
骨
格
が
も
つ
匿
名
性
の
故
に
死
が
個
性
を
失
な
う
こ
と
を
意
味
し
、
同

時
に
「
死
を
想
え
」
と
い
う
伝
統
的
な
役
割
が
骸
骨
に
と
っ
て
か
わ
る
こ
と

程
を
論
ず
る
。

が
建
て
ら
れ
、
そ
の
教
会
を
中
心
に
人
々
が
集
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
、
十
七
、
八
世
紀
ま
で
の
墓
地
は
公
共
空
間
の
中
心
で
あ
っ

た
と
い
う
。

第
二
章
「
墓
碑
」
。
墓
碑
は
生
前
に
特
徴
的
で
あ
っ
た
故
人
の
性
格
を
死

に
お
い
て
も
保
持
し
よ
う
と
す
る
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
重
視
し
た

も
の
で
、
個
人
別
の
墓
碑
は
五
世
紀
に
は
消
え
、
十
字
架
の
彫
刻
と
い
う
匿

名
な
も
の
に
か
わ
る
が
、
十
二
世
紀
に
は
上
層
の
聖
職
者
・
平
信
徒
に
お
い

て
、
十
六
世
紀
に
は
一
般
の
層
に
お
い
て
も
匿
名
性
が
消
失
し
、
墓
碑
像
・

銘
が
復
活
す
る
。
こ
れ
は
識
字
能
力
と
読
書
の
普
及
に
照
応
す
る
も
の
と
い

う
。
ま
た
刻
ま
れ
た
墓
碑
像
が
は
じ
め
休
息
を
意
味
す
る
横
臥
の
姿
勢
で
あ

っ
た
も
の
が
、
祈
祷
像
・
肖
像
へ
と
変
化
す
る
過
程
を
論
ず
る
。

第
三
章
「
家
か
ら
墓
ま
で
」
。
臨
死
の
人
の
部
屋
が
か
つ
て
は
大
勢
の
人

で
一
杯
で
あ
っ
た
も
の
が
、
中
世
に
は
聖
餐
と
終
油
を
さ
ず
け
る
聖
職
者
と

わ
ず
か
な
近
親
の
人
の
立
会
い
の
象
と
な
り
、
死
の
私
化
が
進
む
一
方
で
、

簡
素
な
も
の
で
あ
っ
た
葬
列
が
次
第
に
世
俗
的
で
荘
厳
な
も
の
へ
と
変
化
し
、

埋
葬
よ
り
も
葬
送
と
教
会
で
の
ミ
サ
に
比
重
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
過

こ
れ
は
、
回
春
堂
、
永
吉
の
眼
科
病
院
開
創
二
百
年
の
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
出
版
さ
れ
た
本
で
あ
る
。

明
治
二
十
六
年
の
「
永
吉
の
眼
科
病
院
」
の
全
景
を
描
い
た
銅
版
画
の
表

紙
ヵ
簿
ハ
ー
は
暖
い
雰
囲
気
で
、
ど
の
本
を
手
に
し
た
も
の
を
古
き
良
き
時
代

に
誘
う
よ
う
な
懐
し
さ
を
覚
え
る
美
し
い
絵
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
、
人
々
に
虚
無
の
感
覚
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。

第
六
章
「
墓
地
の
回
帰
」
。
十
七
世
紀
末
か
ら
都
市
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

ー
、
親
方
職
人
た
ち
が
死
を
越
え
て
ま
で
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求

め
て
己
れ
の
履
歴
を
記
し
た
墓
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
十
九
世
紀
に
は
誰
そ

れ
の
別
な
く
遺
体
を
積
朶
重
ね
る
方
式
を
や
め
、
遺
体
と
墓
と
の
一
致
を
求

め
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
述
べ
る
。

第
七
章
「
他
者
の
死
」
。
か
つ
て
は
い
く
つ
か
の
場
所
に
封
じ
込
め
ら
れ

て
い
た
死
が
十
九
世
紀
に
は
到
る
処
に
死
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
た
め
に
怖
れ
お
の
の
く
死
で
は
な
く
、
愛
す
る
人
を
奪
い
去
る

死
、
他
者
の
死
と
な
っ
た
と
い
う
。

第
八
章
「
そ
し
て
い
ま
」
で
は
現
代
の
イ
ラ
ス
ト
や
ベ
ル
イ
マ
ン
の
映
画

の
な
か
に
現
代
人
の
抱
く
死
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ぐ
っ
て
い
る
。（

新
村
拓
）

〔
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
刊
一
九
九
○
年
菊
判

四
二
三
頁
四
、
八
○
○
円
〕

千
葉
保
次
著
、
澤
本
吉
則
編

『
回
春
堂
永
吉
の
眼
科
病
院
』
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こ
の
本
は
、
回
春
堂
、
永
吉
の
眼
科
病
院
七
代
目
の
院
長
、
医
学
博
士
、

千
葉
保
次
先
生
が
著
わ
さ
れ
、
女
子
美
術
大
学
講
師
、
澤
本
吉
則
先
生
が
編

集
に
あ
た
ら
れ
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
は
、
初
代
東
壽
先
生
が
眼
科
を
始
め
ら
れ
て

か
ら
満
二
百
年
を
迎
え
ら
れ
る
と
い
う
永
吉
の
眼
科
病
院
の
歴
史
が
編
ま
れ

て
お
り
、
日
本
全
国
で
も
六
番
目
に
古
い
と
い
わ
れ
る
病
院
の
来
し
方
を
豊

富
な
資
料
が
物
語
っ
て
く
れ
る
。

一
三
六
・
ヘ
ー
ジ
に
わ
た
る
本
書
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
九
章
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
る
。

○
口
絵

新
病
院
、
全
景
、
記
念
館
等
の
美
し
い
十
二
枚
の
カ
ラ
ー
写
真
が
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
。

○
あ
ら
ま
し

航
空
写
真
を
含
む
資
料
が
各
・
ヘ
ー
ジ
に
収
め
ら
れ
、
土
地
柄
、
遠
祖
以
来

の
千
葉
家
の
歴
史
、
建
物
、
年
表
等
に
よ
り
永
吉
の
眼
科
病
院
の
お
お
よ
そ

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

○
眼
科
歴
代
の
人
々

二
八
・
ヘ
ー
ジ
に
わ
た
る
こ
の
章
は
、
最
も
多
く
の
紙
数
を
さ
い
て
お
り
、

医
業
を
志
し
た
初
代
以
来
永
吉
の
眼
科
病
院
の
累
代
の
医
師
並
び
に
千
葉
家

の
人
々
が
医
業
の
他
、
数
々
の
農
業
改
革
を
率
先
し
、
農
家
の
副
業
を
奨
励

し
、
新
し
い
産
業
を
興
し
、
学
校
を
建
設
し
て
教
育
の
普
及
に
つ
と
め
、
地

域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
数
々
の
業
績
が
語
ら
れ
て
い
る
。

○
千
葉
眼
科
記
念
館

「
千
葉
眼
科
記
念
館
」
と
し
て
発
足
し
た
木
造
の
旧
診
察
所
の
細
部
、
展

示
品
等
が
豊
富
な
写
真
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
医
史
学
に
興
味
を
も

つ
人
の
み
な
ら
ず
、
建
築
を
学
ぶ
方
も
感
興
を
そ
そ
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。

○
い
ず
ま
い
、
た
た
ず
ま
い

こ
の
章
で
は
眼
科
記
念
館
、
新
病
院
以
外
の
建
物
の
紹
介
を
中
心
と
し
て

書
き
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
名
門
千
葉
家
の
人
殉
が

守
っ
て
き
た
生
活
文
化
、
そ
こ
に
集
っ
て
く
る
人
た
ち
の
風
習
な
ど
に
も
言

及
さ
れ
て
い
て
、
豊
富
な
古
い
写
真
が
そ
れ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

○
新
病
院

病
院
新
築
に
あ
た
っ
て
の
経
過
と
設
計
上
の
注
意
や
特
色
、
各
室
に
備
え

つ
け
ら
れ
た
最
新
の
眼
科
器
機
の
紹
介
が
著
者
、
千
葉
保
次
先
生
と
設
計
に

あ
た
ら
れ
た
知
久
董
氏
の
お
話
を
中
心
に
、
平
面
図
や
多
く
の
写
真
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

○
永
吉
の
目
医
者
さ
ん
に

こ
の
項
に
は
教
育
者
、
郷
土
史
家
を
始
め
近
隣
住
民
の
方
々
が
千
葉
家
と

の
ゆ
か
り
の
声
を
寄
せ
て
い
る
。

本
書
は
こ
う
し
た
内
容
を
全
般
に
わ
た
り
大
変
貴
重
な
写
真
や
資
料
を
豊

富
に
採
り
入
れ
、
そ
の
一
枚
一
枚
に
懇
切
丁
寧
な
分
り
易
い
解
説
が
な
さ
れ

て
い
て
、
著
者
、
千
葉
保
次
先
生
の
お
人
柄
が
参
み
で
て
い
る
。
ま
た
、
外

国
の
人
び
と
に
も
大
体
の
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
英
語
の
説
明
も
付
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
編
集
の
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
千
葉
家
並
び
に
永
吉
の
眼
科
病
院
が
地
域
社
会
と
如

何
に
深
く
か
か
わ
り
な
が
ら
地
域
社
会
の
た
め
奉
仕
活
動
を
さ
れ
て
き
た
か

が
刻
明
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
医
史
学
的
に
み
て
も
、
ま
た
、

文
化
史
的
な
面
か
ら
も
極
め
て
価
値
の
あ
る
内
容
で
あ
り
、
眼
科
関
係
の
方
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本
書
の
著
者
は
、
人
も
知
る
日
本
漢
方
医
学
界
の
最
長
老
で
あ
り
、
北
里

研
・
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
名
誉
所
長
を
は
じ
め
と
し
て
東
洋
医
学
及

び
医
史
学
関
係
の
多
く
の
要
職
に
あ
り
、
斯
界
の
指
導
者
中
万
人
に
認
め
ら

れ
る
第
一
人
者
で
も
あ
る
。

昭
和
初
年
に
、
漢
方
医
学
が
衰
退
の
極
に
あ
っ
た
と
き
、
大
塚
敬
節
、
木

村
長
久
、
清
水
藤
太
郎
等
と
の
共
著
と
し
て
『
漢
方
診
療
の
実
際
』
を
著
し

て
南
山
堂
か
ら
発
行
し
た
。
時
に
昭
和
十
六
年
十
月
、
こ
の
書
こ
そ
、
漢
方

医
学
を
、
現
代
医
学
の
知
見
に
合
せ
て
解
説
し
た
書
物
の
嗜
矢
と
な
っ
た
。

以
来
著
者
は
、
多
く
の
著
書
を
著
す
と
共
に
、
種
を
な
る
漢
方
医
学
復
興

の
為
の
運
動
を
起
し
て
、
現
在
の
よ
う
な
東
洋
医
学
普
及
の
基
を
礎
い
た
の

で
あ
る
。

本
書
が
、
第
七
集
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
、
「
臨
床
三

十
年
漢
方
治
療
百
話
第
一
集
』
を
著
し
て
以
来
、
五
年
毎
に
続
篇
を
著
作
し

て
今
日
に
至
っ
た
が
故
で
あ
る
。

本
七
集
は
、
昭
和
六
十
年
に
第
六
集
を
発
行
し
た
あ
と
の
五
年
間
に
、
著

者
が
著
述
し
た
論
文
、
総
説
、
随
筆
そ
の
他
の
総
て
を
、
前
集
と
同
様
に
編

や
医
史
学
研
究
者
の
象
な
ら
ず
、
一
般
の
方
々
に
も
興
味
深
く
読
ん
で
戴
け

る
も
の
と
思
う
。

（
斎
藤
仁
男
）

〔
永
吉
の
眼
科
病
院
一
九
九
○
年
Ａ
五
判
一
三
六
頁
〕

矢
数
道
明
著
『
漢
方
治
療
百
話
第
七
集
』

集
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
序
文
の
中
で
は
、
五
年
間
の
メ
モ
迄
が
細
大
漏
ら

し
た
た

さ
ず
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
綿
密
且
正
確
な
こ
と
は
、
と
て
も
の
こ
と
に

凡
人
の
よ
く
真
似
の
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

自
序
に
、
昭
和
六
十
年
か
ら
六
十
四
年
・
平
成
元
年
に
至
る
問
の
各
年
度

毎
の
、
漢
方
界
の
行
事
と
著
者
と
の
か
か
わ
り
を
、
総
べ
て
記
録
し
て
い
る

の
が
そ
れ
で
あ
る
。

本
文
は
、
第
一
編
治
療
篇
、
第
二
編
論
説
篇
、
第
三
編
随
筆
篇
、
第
四
編

叢
談
篇
、
そ
し
て
附
録
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

治
療
篇
は
、
更
に
頭
痛
・
片
頭
痛
・
メ
’
三
－
ル
病
、
眼
・
耳
・
口
・

歯
・
咽
、
喘
息
・
気
管
支
炎
・
気
管
支
拡
張
症
、
心
臓
疾
患
、
神
経
性
疾
患
、

胃
腸
疾
患
、
皮
膚
病
一
束
、
婦
人
科
疾
患
、
肝
臓
・
膵
臓
・
腎
臓
・
膀
胱
・

胆
嚢
・
高
血
圧
、
リ
ウ
マ
チ
・
痛
風
・
腰
痛
・
膝
関
節
症
、
そ
の
他
に
区
分

さ
れ
、
合
計
一
二
六
症
例
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
質
疑
応
答
（
治
療
関

係
）
「
日
本
医
事
新
報
よ
り
」
が
二
題
追
記
さ
れ
て
い
る
。

記
載
さ
れ
た
症
例
は
何
れ
も
、
臨
床
上
の
難
症
で
あ
る
。
従
っ
て
、
漢
方

医
療
を
、
臨
床
の
実
際
に
つ
い
て
習
得
し
よ
う
と
す
る
人
達
に
と
っ
て
、
こ

の
上
な
い
参
考
資
料
と
な
ろ
う
。

論
説
篇
は
、
主
に
漢
方
々
剤
の
運
用
な
ど
の
解
説
で
、
九
篇
に
わ
た
っ
て

い
る
。随

筆
篇
は
、
折
々
の
記
録
や
、
著
者
と
関
わ
り
の
深
か
っ
た
人
達
へ
の
思

い
出
と
追
憶
で
、
著
者
の
人
柄
の
し
の
ば
れ
る
名
文
集
で
あ
る
。

叢
談
篇
は
、
多
く
の
漢
方
先
哲
に
関
連
の
あ
る
考
証
の
論
文
や
、
漢
方
の

近
代
史
等
四
五
篇
に
及
ぶ
記
載
で
あ
り
、
何
れ
も
興
味
深
い
内
容
で
、
筆
者

な
ど
は
、
読
承
始
め
る
と
つ
い
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
た
。
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